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ひびき建設所開設

【所 在 地】
福岡県北九州市若松区向洋町 38-5
ひびき発電所建設工事現場内

【工事名称】�
ひびき発電合同会社殿納め　ひびき発電所
発電設備建設工事

【工事概要】�
600MW 級コンバインド発電設備据付工事

【工　　期】
�2024 年 3 月 1 日～ 2026 年 3 月 31 日

【社 員 数】�61 名
【主要工程】

2024年  3月 1日　建設所開設
2024年  7月 �中旬　排熱回収ボイラ立柱、10月下旬　主機オンベース、

12月 中旬　仮受電
2025年  4月 下旬　本受電、5月中旬　排熱回収ボイラ耐圧、7月中旬　通水、

  8月 中旬　消防検査、11月中旬　初並列
2026年  3月31日　建設所閉所（予定）

【所長からの一言】
３月１日にひびき建設所を開設しました。
本工事は、ひびき発電所建設工事のうち、排熱回収ボイラ

及びタービン発電設備の機械・計装工事（三菱重工業㈱
受注）、電気設備（三菱電機㈱受注）、その他冷却塔設備、
消火設備を受けたものです。

全国的に大型コンバインドサイクル発電設備が新設・更新の計画が進む中､ 先駆けとなる工事として、
社員と協力会社の技術向上と安全第一で工事完遂を目指します。

工事期間中は皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。
▲光益 利美 所長▲光益 利美 所長
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▲周辺地図

当社は新たな事業の創出を目的として、保有
する用地（福岡県福岡市博多区東那珂）に物流
施設を建設するにあたり、2 月9 日 に 安全
祈願祭を執り行いました。

当式典には、本事業に関するアドバイザリー
契約を結んでいる九州電力㈱都市開発事業
本部の野崎都市開発部長、本施設の設計及び
施工を行う西松建設㈱九州支社の吉田支社長、
マスターリース契約先の西松地所㈱の緒方
取締役が参列し、当社からは佐々木社長、
藤本副社長、総務本部の田島本部長をはじめと
する関係者が出席しました。神事は滞りなく
執り行われ、出席者一同で本施設の建設工事
の安全を祈願しました。

本施設は福岡空港、博多港、福岡都市高速
環状線に近く、航空・海上輸送サービスの
提供に適した立地条件の優位性を活かし、物流の活性化への貢献が期待できます。

また、各種プラント設備の建設及び保修工事などを主要事業としてきた当社にとって物流事業への進出は初の試みであることから、
新たなパートナー企業と連携し、アジアをはじめとした海外と九州を結ぶ、サプライチェーンの一翼を担います。

当社初の物流施設が着工!安全祈願祭が執り行われる
総務部～サプライチェーンの一翼を担うことを目指して～

物流施設概要
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施設名称 （仮称）NPC ロジスティクスセンター福岡空港
所在地 福岡県福岡市博多区東那珂 2 丁目 52 番 1 号

交　通

福岡都市高速環状線
半道橋 IC: 0.4km、月隈 IC：1.1km
福岡 IC：10.7km、大宰府 IC：10.5km
福岡空港：0.9km、博多駅：2.3km
博多港：8.0km

敷地面積 6,176㎡（1,868 坪）
延床面積 11,501㎡（3,479 坪）
構　造 鉄骨造（一部鉄筋コンクリート）地上 4 階

設計・施工 西松建設㈱
マスターリース

契約先 西松地所㈱

着　工 2024 年 2 月
竣工予定 2025 年 5 月

運営開始予定 2025 年 6 月

倉
庫
仕
様

プラットフォーム 1 階：高床式 1m
梁下有効天井髙 各階：5.5m

床荷重 各階：1.5t/㎡
バース数 8 台分（45ft 接車可能）
駐車場 28 台

トラック待機場 2 台
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▲完成予想図

▲�安全祈願祭で参加者に挨拶を述べる佐々木社長

【当該施設の特徴】
◦市街地からアクセシビリティの高い好立地
◦柔軟性の高いマルチテナント型施設の採用
◦電気自動車充電設備の設置可能スペースを確保
◦�ドッグレベラー２機の設置可能スペース及び設置に要する機能

を確保
◦�九電グループが提供する太陽光ＰＰＡモデルの採用と再生可能

エネルギー由来のゼロカーボン電気受電による環境への配慮
（検討中）

当所では 2010 年 1 月 29 日に川内原子力事業所で発生した死亡災害を風化させないため、毎年、労働災害防止に関する
安全講話を実施しています。

今年度は 1 月 25 日に川内労働基準監督署 安全衛生課の竹下課長を講師としてお招きし、車両系建設機械の法規制・用途
外使用に関する違反事例等を基に、管理職と協力会社の責任者を対象に講話を実施しました。

講話の中で、職場内リスクの明確化及び危険に対する感受性を高めるため、工事の施工前や作業手順の変更時に作業員全
員でリスクアセスメントを行うことは労働災害防止策の一つとして肝要であると説明されました。

今回の講話で学んだことを確実に遂行し、安心・安全な職場環境を築いていくとともに、6 月から始まる定期検査に向け、
より一層安全意識を高め、労働災害の撲滅に繋げていきます。

「特別災害予防の日（1月29日）」に伴い安全講話を実施 川内原子力事業所

▲講師の川内労働基準監督署安全衛生課 竹下課長 ▲熱心に講話を聴く受講者

プラント建設部


